Management Involvement and Influence in MIS by 中辻 卯一 & Nakatsuji Uichi
MISにおけるマネジメントのかかわりあいと影響 : 
経営志向型MIS (VI)
その他のタイトル Management Involvement and Influence in MIS
著者 中辻 卯一
雑誌名 關西大學商學論集
巻 26
号 3
ページ 330-357
発行年 1981-08-25
URL http://hdl.handle.net/10112/00020870
60(330) 関西大学商学論集第26巻第3号 (1981年8月）
【研究ノート】
MISにおけるマネジメントの
かかわりあいと影響
—経営志向型MIS (VI) -
中辻卯
I まえがき
(1) 
前稿でコンビュークとMISの経営管理に対する衝撃を検討し，すべての
レベルに対してある程度の影響を与え，典型的なマネジャーの仕事は硯在ま
でのところ革命的変化を起こさなかったけれども，彼の仕事や彼の仕事を取
り巻く経営環境に著しく影響を与える十分泄在的なものがあることが認めら
れた。それ故，マネジャーはEDPやその関連諸活動により多く巻きこまれ
るようになり，広範囲の理解を持つようになる。もはやコンピューク アプ
リケーションやシステム作成はこれらの領域の専門家である技術者に全面的
に委譲できる諸活動であると感ずるマネジャーはいない。このような状況の
もとにおいてどの程度かかわりあいを持つことが必要であるかということが
問題となる。
2つの主要な論点がこの稿では検討される。まず最初はかかわりあいの水
準である。前稿までにも見てきたごとく，これは経営管理の特定のレベル，
EDPの衝撃の直接性，また会社全体のコンピューク化の程度のごとき要因
(1) 拙稿「経営管理と管理過程に対するMISの影響」（商学論集第25巻第4号）
Jerme Kanter, Management--Oriented Management Information Systems 
(2叫 Edition),1977 (Prentice-Hell) pp. 269~302 
MISにおけるマネジメントのかかわりあいと影善（中辻） (331) 61 
(2) 
に依存する。これはまた前稿で示したコンピュータ化率にも非常に関連す
る。一たん役割が認識されると，第2の論点はいかにマネジャーが必要な訓
練，教育，および実際のEDPの経験を得るために着手するかである。
ほとんどの場合，マネジメントはシステム分析者あるいは情報の中間管理
者を通じて機械に働きかけ，ォン・ラインの質問形式の言語を使用してのコ
ンピュータとの直接のコミュニケーションはまだ大多数ではなく，マネジメ
ントが大規模なかたちでプログラムしないだろうという仮定がある。 MIS
はコンピュータのような生命力のない対象とシステム分析者やプログラマー
のような生命力のある対象の結合である。マネジメントは主として後者を取
り扱うだろう。それ故，マネジメントのかかわりあいはシステム分析者やデ
ータ処理のマネジャーと直接結びつく。この理由から，一般のマネジメント
とEDPのマネジメントの両方の役割および両グループの間に必要とされる
活気のある相互作用が検討される。他のグループとの関係なしの 1つのグル
ープだけのかかわりあいは無意味である。効果的なそして成功したMISを
作り出すのは 2つのグループの適当な混成である。 (pp.303~304) 
1I システム作成におけるマネジメントの役割 (pp.304,-.⑳ 8) 
図1はマネジメントの異ったレベルによって必要とされるかかわりあいの
タイプを検討するための骨組みを示す。この図を見ると詳細な説明は必要な
いので省略するが，若干必要な部分のみを取り上げてみる。
システム作成のサイクル（図の中央）のうちの全体的なMISの骨組みを
確立する統合化されるシステム仕様書とそれの設計基準との関係は，前者が
MISに何を求めるかを，後者はいかにそれを達成するかを記述することに
ある。この図はまた相対的なかかわりあいのレベルや一般とEDPのマネジ
メント間のインターフェイスを確立する。
さらに図2'図3でレベルの差異によるMISにおける両マネジメントの
(2) 前掲論文（商学論集第25巻第4号） pp.78~79 
62(332) 第
かかわりあいを明らかに
する。それぞれの役割を
見ることによって，関係
の共通領域が存在するこ
とが明らかになる。これ
らの領域を一緒にまた相
互に検討することが必要
である。特定のシステム
問題の一方だけの解決は・
システム失敗の主要な原
因であつた。この点はミ
ドルとトップのレベルの
相互作用が特に重要であ
る場合にそうである。こ
の図はまた相対的なかか
わりあいのレペルや一般
とEDPのマネジメント
間のインクーフェイスを
確立する。
26 巻 第
?
』? ? ? ?
? ?
』?
』? ?
?
号
、 A 、
、＇，
1, 1 
? ? ? ? ? ? ?
』? ?
? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
?
? ? ?
? ?
?
? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ?
』 ?
? ?
』? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
?
?』?
? ?
?
?
? ?
』? ?
? ? ? ?
?
? ?
? ? ? ? ?
?
?
??? ? ? ?? ?
、
? ? ?
』?
』?
?
?
? ．
?）??
?
?????
?
???
??
?
?
?
?
?
?
??
?
??
? ? ? ?
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ー
ー
経
営
目
的
に
関
連
し
て
、
E
D
P
に
つ
い
て
絶
対
必
要
な
も
の
は
何
か
を
説
明
理
解
を
確
保
理
解
と
感
応
の
出
現
を
感
知
す
る
た
め
の
監
視
。
-
-
‘
外
部
／
内
部
の
戦
略
の
理
解
を
確
認
。
例
え
ば
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
熟
練
労
働
者
の
顧
用
水
準
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域
で
財
政
的
お
よ
び
資
本
的
必
要
条
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
経
営
状
態
が
変
化
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
仮
定
の
上
に
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ー
ー
総
合
シ
ス
テ
ム
仕
様
書
の
確
立
と
評
価
ヘ
の
参
与
こ
れ
は
全
般
的
な
計
画
案
一
骨
組
み
あ
る
い
は
道
路
地
図
—
―
ー
で
あ
り
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
い
か
な
る
主
要
な
シ
ス
テ
ム
変
化
を
検
討
す
る
機
会
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
ー
ー
全
般
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
立
に
参
与
。
主
要
な
里
程
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
状
態
の
調
査
。
図
2
＿
ー
外
部
／
内
部
の
戦
略
の
確
立
へ
の
感
知
と
一
一
手
順
書
の
開
発
と
作
成
。
シ
ス
テ
ム
に
参
参
与
。
実
際
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
加
す
る
人
員
の
訓
練
。
転
換
と
過
渡
期
間
る
こ
れ
ら
の
政
策
の
影
響
の
認
定
。
の
た
め
の
諸
準
備
の
作
成
。
必
要
な
場
合
ー
ー
全
体
的
総
合
シ
ス
テ
ム
の
作
成
へ
の
参
画
。
す
ぐ
詳
細
な
問
題
を
取
り
扱
い
あ
る
い
は
＿
ー
運
営
委
員
会
の
演
出
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
部
特
定
の
問
題
に
反
応
す
る
よ
う
に
す
べ
き
門
あ
る
い
は
イ
ン
タ
フ
ェ
イ
ス
に
あ
る
部
であ
る•
O
門
に
影
響
す
る
サ
プ
シ
ス
テ
ム
と
の
か
か
ー
ー
か
か
わ
り
あ
い
の
あ
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
わ
り
あ
い
。
グ
要
員
の
承
認
と
協
力
を
得
る
た
め
の
心
＿
ー
適
切
な
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
理
的
雰
囲
気
を
確
立
す
る
の
を
援
助
。
シ
か
わ
り
あ
い
を
も
つ
適
当
な
人
員
を
確
保
。
ス
テ
ム
の
利
益
が
変
更
と
処
理
の
努
力
を
特
定
の
シ
ス
テ
ム
に
は
関
与
し
な
い
が
，
相
殺
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
運
営
委
員
会
の
会
合
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
見
通
し
の
作
成
。
そ
し
て
調
査
さ
れ
る
諸
問
題
が
設
計
に
衝
・
ー
一
個
々
の
部
分
あ
る
い
は
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
撃
を
与
え
る
点
に
つ
い
て
は
関
与
。
グ
要
員
の
役
割
が
ト
ー
タ
ル
な
M
I
S
図
ー
ー
特
定
の
領
域
内
の
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
に
適
合
す
る
と
こ
ろ
の
説
明
。
積
極
的
な
接
触
、
点
を
提
出
す
る
，
部
門
に
対
し
て
対
動
機
づ
け
の
維
持
。
話
出
来
る
あ
る
い
は
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
一
ー
シ
ス
テ
ム
が
仕
様
書
に
そ
っ
て
活
動
す
る
ト
が
主
要
な
問
題
を
承
認
す
る
た
め
に
呼
こ
と
一
一
い
か
な
る
ず
れ
あ
る
い
は
問
題
ば
れ
た
時
に
認
織
iす
る
た
め
の
見
通
し
を
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
確
保
。
も
つ
分
析
者
の
選
定
。
M
I
S
に
お
け
る
一
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
か
か
わ
り
あ
い
(p
.3
07
)
?
?
?
?
?
? ? ? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
（
?
?
）
?
?
?
?
?
E
D
P
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
E
D
P
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
E
D
P
オ
ベ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
シ
ス
テ
ム
分
析
者
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）
（
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）
ー
ー
全
体
の
会
社
経
営
目
標
．
E
D
P
目
標
お
よ
び
そ
の
2
つ
の
関
連
の
感
知
。
ー
ー
全
体
の
シ
ス
テ
ム
計
画
と
M
I
S
設
計
に
影
響
す
る
会
社
の
戦
略
の
感
知
。
-
-
M
I
S
の
た
め
の
仕
様
書
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
里
程
標
設
定
に
お
け
る
一
般
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
従
っ
た
主
要
な
関
与
。
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
役
割
を
は
た
し
そ
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
か
か
わ
り
あ
い
の
適
切
な
レ
ベ
ル
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ー
ー
全
体
の
統
合
シ
ス
テ
ム
（
こ
れ
に
関
連
し
て
M
I
S
と
統
合
シ
ス
テ
ム
と
は
同
意
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
）
の
設
計
に
対
す
る
責
任
の
完
結
。
必
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
／
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
記
憶
装
筐
を
も
っ
た
特
定
の
コ
ン
ピ
ュ
・
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
選
定
は
E
D
P
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
次
第
で
あ
る
。
-
-
E
D
P技
術
の
現
状
＿
ー
他
の
ユ
ー
ザ
ー
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
．
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
．
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
状
況
に
関
す
る
知
識
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ー
ー
総
合
シ
ス
テ
ム
仕
様
書
の
作
成
を
援
助
す
る
た
め
E
D
P
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
一
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
両
者
と
と
も
に
活
動
。
ー
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
影
響
を
受
け
る
諸
部
門
の
重
要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
連
す
る
個
々
の
サ
プ
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
書
を
作
成
す
る
責
任
を
も
つ
。
仕
様
書
は
利
用
す
る
部
門
が
そ
の
必
要
事
項
と
し
て
何
を
求
め
る
か
を
確
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ー
ー
サ
プ
シ
ス
テ
ム
設
計
に
対
す
る
責
任
。
設
計
は
仕
様
書
を
満
足
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
仕
様
書
の
変
更
あ
る
い
は
主
要
な
交
換
決
定
の
決
意
を
調
査
し
そ
し
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
ー
ー
シ
ス
テ
ム
設
計
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ヘ
の
適
切
な
移
行
に
関
し
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
協
力
し
て
行
動
。
ー
ー
サ
プ
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
書
と
一
致
し
た
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
。
ー
一
完
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
査
と
十
分
な
テ
ス
ト
。
ー
ー
シ
ス
テ
ム
分
析
者
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
問
題
領
域
の
調
査
。
ー
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
生
成
的
な
実
行
の
た
め
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
順
書
の
作
成
。
ー
一
日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
監
視
。
＇
ー
一
新
し
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
詳
細
な
交
換
と
削
減
計
画
の
作
成
。
ー
ー
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
書
換
え
と
修
正
さ
れ
た
サ
プ
シ
ス
テ
ム
の
新
し
い
特
徴
の
編
入
を
シ
ス
テ
ム
設
計
者
に
知
ら
せ
る
た
め
の
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
ル
ー
プ
の
提
供
。
?
?
?
?
? ? ?
?
0
3
 
中
図
3
M
I
S
に
お
け
る
E
D
P
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
か
か
わ
り
あ
い
(p
.3
08
)
MISにおけるマネジメントのかかわりあいと影響（中辻） (335) 65 
m MIS専門家に闊する重要性の度合 (pp.306, 309~310) 
コンピュークやMISに関心をもつ， あるいは専門に従事している人々か
ら構成されているMISの協会が将来のMIS調査プロジェクトにおける専
門家の相対的重要性を知るために， コンピュータ化の格づけの得点によって
順番に配列したプロジェクト表が図4のように示される。 Mはマネジメント
関係の問題， Bは行動関係の問題， そしてTは技術襲係の問題である。
図4 将来のMIS調査プロジェクトの重要性率 (pp.309~310) 
———-“———— 
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ー インフォメーション・システムの内容に何を含ましめるべ
きかを決定する諸方法の開発
? MISのシステム設計に影善する意思決定者の諸特徴の調
査
?
? コンビュータ化されたMISの経済的意義を評価するため
の諸方法の開発
?
コンピュータに援助された計画モデルの開発
? EDPプロジェクトの失敗を成功に導くために寄与する諸
要因の開発
?
?
，?
10 
デーク・マネジメント・ソフトウェア・システムの開発
システム設計のプロジェクトの時間と費用を見積りする改
良された諸方法の開発 、
オン・ライン・システムにおけるデータ。セキュリティを
確立する改良された諸方法の開発
MISのアウトプットを表示するCRT(tathode-raytube) 
の価値の調査
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11 集中化されたMISと分権化されたマネジメント組織との間の相互関連の調査 3.31 M 
12 EDPプロジェクト・コントロールのための改良された諸方法の開発 3.31 M 
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?ー 新しいシステムあるいはシステム変化に関連する行動関係
の諸問題を管理するための諸手段の決定
EDPアプリケーション・プロジェクトの選定のための諸
方法の決定
EDPの諸提案についての可能性研究を成し遂げるための
諸方法の調査
MISからインフォメーションの必要なものを得るだめの
応答時間を測定するための諸方法の探究
プログラムの文書化方法の改善
MISの文献の目録ファイルの作成
MISのアウトプットをディスプレイする図形作成装置の
利用の調査
EDP要員の選定と配置のための諸方法の作成
EPP要員の勤務評定改善の諸方法の探究
インフォメーションを取り扱う専門家の機能の定義
組織的に集中化されたEDPシステムの共同使用の費用計
算の諸方法の作成
他のアプリケーション・プログラムを検査するプログラム
の作成
特別のシミュレーション言語の設計
コンピュータ・プログラムのディバッギングのための改良
された諸方法の作成
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図示は経験をつんだMISの専門家が，解決するための骨のおれる問題
は，情報の内容，意思決定者の必要事項の決定， MISにおける経済的考慮
やアプリケーション領域の選定のごときマネジメントの諸問題であることを
見出したことを示す。 2つの行動的領域はユーザーと設計者とのインクーフ
ェイスの諸問題を征服することとシステムの変化に関連する諸問題を管理す
ることに関したものである。この結果はさらにMISにおけるマネジメント
のかかわりあいの必要性を強調する。しばしばそれはMISの設計と導入に
おけるより大きな問題をひきおこす非EDP要素である。それにもかかわら
ずなお教育的プロゲラムは技術的EDP要員の訓練に専念するために続けら
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れる。この結果は若しMISがEDP部門外のマネジメントとオペレーティ
ングの人々に奉仕するためであるとするならば解決されねばならない重大な
ジレンマである。
探究する次の問題はいかに適切なかかわりあいの水準を得るかということ
である。何がという問題がいかにという問題に先んじて検討されることは適
切なことである。それ故次には「いかにMISにかかわりあいをもつか」と
いう問題を探究する段階が設置される。
w 適切なかかわりあいの水準の確立 (pp.310~311)
必要なEDPの知識を確得するためのいくつかの方法が存在する。実際の
システム，プログラム活動を（フル・クイムあるいはパートタイムで）行な
うことによって，参加することによって，あるいは正式の訓練あるいは教育
によって学ぶことができる。ここでは以下の3つに分けて説明される。
V EDPへの直接参加 (pp.311~312)
オペレーティング部門の観点からEDP図を見た場合，コンピュークとシ
ステムのノウーハウを確得できる次のような場合があげられる。
・部門内のシステム分析者として。
・部門外のシステム分析者として。
・スペッシャル・クスク・フォースの一部として。
第一の場合，その諸活動がコンピューク化される部門において個人がフル
・クイムその作業に従事するように割り当てられる。部門の必要な情報の分
析と定義システム仕様書，システム設計の作成の援助，およぴプログラマ
ーに引き渡す前のアプリケージョン関係の準備作業を行なう。これはコンピ
ュータ・プロジェクトにかかわりあうようになるすぐれた方法である。その
人は，時には，彼の部門の利益をあらわすけれども，実際の経験によってコ
ンピュータとシステムについて学ぶ。彼は普通組織的には彼の現在の部門に
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残るが， EDP部門とは点線で結ばれる関係をもつ。プロジェクトのために
フル・タイム働き，そこで彼の部門のマネジメントの定期的な状況報告書を
作成する。しばしば．一定期間後に．コンピューク・システムに関心をもつ
ようになったシステム分析者はEDP部門に転任を求められる。これは健全
な情況である。優秀なシステム分析者が不足しており，また，一般的なオペ
レーションの経験はすぐれた経歴である故。このようなEDPスクッフは一
般にオペレーティングの必要事項により反応するし，またユーザーとシステ
ム設計者の間に存在する隙間の良き橋渡しになることができる。
第二の場合は，部門の転任が行なわれること以外第一の場合と同じであ
る。この移動は予算的理由あるいはコントロールの目的のために必要かもし
れない。その人はEDP部門に貸与されるが，しかし，転任される前の部門
の利益を反映するように責任を負う。この状態は部門内という姿勢以上のも
のをもつという若干の有利さをもつけれども，しかしその個人が良いシステ
ム作りに重要なユーザー志向型を失う危険がある。
最後に，オペレーティング部門の構成員が特定のアプリケーション領域を
コンピューク化するために設立されたスペッシャル・クスク・フ ォースに参
加する。参加はパート・クイムでもあるいはフル・タイムでも可能である
が，それのための予算が存在する場合には後の方が好ましい。前者の場合，
マネジャーとして，システム分析者の役割で活動するのではなく，むしろ事．
実の発見者，システム批評家，測定委員，統制地点．あるいは呼び名は何で
あれ，そのような役割で活動する。また彼は利用する部門を代表し，そして．
部門のオペレーションや必要事項についての必要な背景情報を提供するため
システム分析者と一緒に活動する。上記の 3つの場合のどれかにおいてある
種の公式の訓練が実際の経験を補足すべきであることは明らかである。しか
しながら，主要な焦点はアプリケーションの実際の導入において経験豊かな
システム分析者やEDP要員と一緒に仕事をし，働いて学ぶことにある。
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VI EDPへの間接参加 (pp.312~313)
EDP過程において人々が間接にかかわりあいをもつことができる任務に
次のようなものがある。
・運営委員会
。部門調整者
・システム仕様書作成者
・アプリケーション選定委員会
これらはより受動的なアプローチではあるが，しかし彼等は適当なオペレ
ーティング部門のかかわりあいを全く効果的に提供できる。運営委員会は高
い水準のマネジメント調査会議として活動するために最初に設置されるグ）レ
ープである。進行を綿密に検査し，重要な問題領域を調査し，そして解答を
推挙する。また人々や予算上の資産を統制し，そして予定がおくれたならば
追加資瀕や人員を割り当てることを推挙できる権限をもつ。週ごとの調査会
議は進行をより正確に評価する能力をもつ委員会とするため定期的な指導期
間をおくことによって普通補足される。
部門調整者はオペレーティング部門内の彼に割り当てられた仕事にフルタ
イムで働き続ける。しかしながら，彼は彼の部門に影善するアプリケーショ
ン領域で仕事をするシステム・グ）レープに対する調整者の役割が割り当てら
れる。彼はある質問に答えるか，あるいは若し直接に答えることができなけ
れば部門内の適当な人々との会合を投定できる。この方法はより受動的であ
り，そして正しい質問を求めるためにフルタイムのシステム分析者の能力に
依存する。
システム仕様書作成者もまたこの仕事の過程においてEDPのスタッフと
一緒に仕事をするパートタイムの参加者である。彼は彼の部門の仕様書に署
名をして仕事をやめる。仕様書はアプリケーションの目標や目的，同様に詳
細なインプット，アウトプット，そして必要な記憶（容量）を記入するの
で，この段階での署名は重要な判断である。
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最後に，オペレーティング部門の人々はアプリケーション選定委員会のメ
ンバーとなることによってEDP活動に参加することができる。 EDPを成
功させる重要な考慮は施行の優先順位の決定であり，経済的，技術的，そし
てオペレーショナルな実施可能性を検討し，一番高い価値をもつものを選定
委員会は選定しなければならない。主要なオペレーティング部門の責任のあ
るマネジャーから構成される運営委員会は開発の全般的な状態や余裕のある
場合の追加の選定のため毎月会合する。
直接また間接のEDP参加の）レートは，公式また非公式の両方の訓練計画
によって補足されねばならない。それはこの最も重要な問題を研究し，そし
て今日利用できる多くの訓練方法の賛否両論を検討するための期間である。
予測はこの分野において特に重要である。
vn 教育と訓練 (pp.313~319) 
コンピューク教育はEDP産業内の主要な成長分野であった。コンピュー
夕導入の数はそれらを操作できる訓練された人々の数より，より早く増加し
た。最近まで，大学における教育は不十分であったという事実が複雑な状況
をもたらした。そのため企業自身のE"DP部門あるいはコンピューク・メー
カー，コンサルタントによる内部要員用の訓練，またEDPの専門協会や教
育機関，セミナー，集会による外部訓練，さらにEDP関係のテキストや出
版物による自己学習による場合がある。以下にそれらについて検討する。教
育の検討にあたっての重要な考察には訓練される人々の段階別の教育目標の
確立が重要である。
(1) 学校におけるEDP教育
学校におけるコンピューク教育に関してはいままで多くの誤解が存在し
た。この誤解の根拠は種々の面において演ずるコンピュークの役割について
の混乱である。コンピュークがあまりにも急速に現場に導入されたので教育
者もビジネスマンも社会におけるコンピュークの位置について混乱したまま
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できた。一方では，計算機，会計機や他の事務作業の処理機のようなビジネ
ス装置の計算力の単なる拡大とみなされることもあるのに対して，他方で
は，インフォメーション・テクノロジィーあるいは同じような何かで呼ばれ
るような全く新しい機能領域の開幕とみなされることもできる。前者の姿勢
の専修学校教育の提案者は普通経理部門に関する基礎コースを確立し，そし
てその後他の機能的な領域の付属物として取り扱う。コンピュータがインフ
ォメーションの新しい科学を先導すると信ずる人々はMISにおける高い程
度にまで指導する特別の部門や進路カリキュラムを設定した。例えばミネソ
タ大学ではMISのマスクー， ドクター・コースが設定され，またこの分野
の研究に焦点をあてたMIS研究センクーも設置された。
学生が外国語を学ぶ理由と類推するとコンピュータ教育をよりはっきり焦
点に合わせることができる。一連の文法規則や関係を主題と考えてる知的な
論理的な課程，特定の国の歴史や経済，社会，政治状況あるいは文化のより
よき理解を達成するのを助けることができるように外国語を学習，そして翻
訳者あるいは通訳のような職業のため，あるいは国際的企業の分野の職業の
ための必要な準備としての外国語技術の習得と分類されうる。
コンピューク・プログラムの作成は個人が論理的にまた合理的に考える，
そして特定の問題を解くために焦点を合わせるのを促進するすぐれた知的訓
練である。その上，それは多くの学生に対しての楽しい教育経験と教育刺戟
となりうる。加うるに，中等学校に於て与えられる基礎的なコンピューク・
プログラミング・コース，特に遠方のコンピュータとコミュニケーションが
できる端末装置をもった学校はまた一般的に情報処理とデータ伝達の理解を
助けることを知る-べきである。学生は音声のようなデークが電話線を通じて
転送でき，そしてその端でコンピュークが規定されたJレールに従って作業を
するだろうということを感じとる。例えば，若しあなたが複雑な方程式を書
き，そして一連の代替的な値にもとづいて式を解こうと思ったならば，コン
ピュークは非常に短時間で数学的処理をしそして解をあなたに与えることを
遂行するだろう。
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多くの両親は彼等が理解するのが困難である新しい教育方法を導入するの
で，小学校で教える新しい数学に適したコンピュータを非難しつつある。し
かしながらコンピュークは真の罪人ではない。コンピュ、ータが数字をあらわ
すために2進法を利用するのは本当であるが，人間がプログラムを作るため
に2進法を知る必要はない。それを勉強するのは10進法以外に適用な数学シ
ステムが存在するからで，コンピュークが2進法システムを使用するからで
はない。それ故，私の結論は，コンピュークとEDPを若し小学校で教える
とするならば，知性拡張と教育動機づくりとしてみなすぺきで，元来後の人
生の実際の応用のためとみなすべきではない。若し後者が小学校の目標であ
るならば．，あるいは知性拡張に対してよりよい代替的方法が存在するなら
ば，その時，小学校でコンピュークを教育することを強調することを減ずる
のがよいかも知れない。
コンピュータの利用と教育は大学の教養課程で成長しつつあるが，経営あ
るいは科学に利用する技術としてコンピュータを教える理由が存在するとし
ても，主要な焦点はなおコンピュークを知性拡張とコミュニケーションと情
報処理のより良き理解を容易にする装置としてあてるべきであると感ずる。
・コンピュークを使用して学ぶことは，学生にコンピュークで解くことので
きる，またいかに解くかということだけではなく，創造的な方法で社会科学
的デークを利用するための方法の複雑な理解をも与えるだろう。この特別の
アプローチの結果はコンピ-ークが教師や本のかわりに使用されるのではな
い。そのかわりに，学生は有用な方法で貯蔵された情報を分類するためにプ
ログラムすることによってコンピュークに教えることを学ばなければならな
い。
大学におけるコンピューク教育は教養課程の重要な部分であるべきである
という意見には不同意の人があるかもわからないが，最も有益な部分である
ことを立証できる。大学にあるコンピュークにアクセスすることは取り組む
ことのできる問題の範囲を拡大できることは確かである。例えばコンピュー
ク化されたシミュレーション・モデルにアクセスすることは数学あるいは物
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理科学のコースに対して新しい次元を加える。しかしながら費用利益を正当
化するプロセスは利潤追加組織において， リモート・クーミナルとコンピュ
ーク処理の価値を評価することが必要であることを学生に指摘すべきであ
る。リモート・コンピュータ・クーミナルが多数ある場合，これが世間の一
般に通用している方法であり，そして電話を使用するごとく容易であると感
ずる。教育的利益は費用を正当化するかも・しれないけれども，正当化は経営
においては異なり，そしてリモート方式のデーク処理は電話の容易さと信頼
性程にはまだなっていないことも確かである。
ビジネス・スクールと大学院は学生がビジネスと専門化となるために教育
されるので造った問題を示す。デーク処理の専門家を志す学生と，一般の経
営職業，他の分野の専門家を志す学生の訓練の間には差異がなければならな
い。実習とともに正しいコンピュークの背景を与える主要な教育目標が必要
である。多くのビジネス・スクールでは重要な教育目標の達成を犠牲にし
て，剌戟的な，外来の，そして新奇なものに向う傾向がある。リモート・ク
ーミナルやオン・ライン・コミュニケーション処理がビジネス・スクールで
は強調されすぎてきた。システス分析者はMISをささえる経営情報ニーズ
と機能的サプ・システムの完全な理解からはじめる必要があり， EDPの訓
練はこのオリエンテーションからはじめるべきである。コンピューク化の経
済的，技術的，そしてオペレーショナルな実行可能性を強調する健全な経営
のデーク処理を犠牲にしてオン・ライン， リアル・クイム，科学的処理の方
をあまりにも強調しすぎる傾向にある。
この状態はコンピュータの急激な増殖の故に生じた経営におけるコンピュ
ークの役割についての一般的混乱と教育的ギャップから起こったと考えられ
る。ビジネス・スクールのコンピュークの教師は，コンピューク専門家とし
て訓練された主として若いビジネス・スクールの卒業生である。彼等はコン
ピューク訓練の技術的側面と一般的経営側面とに釣り合いのとれない見解を
もっている。彼等は前者を強調する。この状態は彼等が技術的なものに最も
親しくまた近づきやすいという事実によって強調される。その上，技術的な
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，側面は教えやすい。一般的経営の必要事項により経験をもった年とった教授
団は，学校でコンピュークを学ばなかったし，また彼等の経営経歴において
それらに多く出合わなかったが故に教育的ギャップが存在する？コンピュー
クの訓練は専門家に譲り，ゼネラル・マネジャーとED.p専門家の間に存在
する若干のコミュニケーションと相互関連問題を処理する。この状態が解決
され，またプログラムが「教師を教える」ために確立されるまで，技術的教
育の強調は存在しつづけるだろう。
2つの教育プログラム（自称コンビューク専門家と自称ゼネラル。マネジ
ャーのための）を確立するよう勧告される。教育カリキュラムの目標は図
2,図3に記述したコンピュークとのかかわりあいのタイプに対して，それ
ぞれ個々に準備することである。共通の教育単位はあるが，しかし強調点は
2つのプログラムによって異なるべきである。後述の教育マトックス（図5)
はそれぞれのグループに対して課せられる種々のコースが例示される。主要
な焦点は基礎的なシステム分析と会社内の種々の組み合わされたインフォメ
ーション・サブシステムにおかれるべきである。 MISの概念は両者，特に
後者の訓練に対しては重要な基石であると感ずる。 「企業におけるシステム
(3) 
の研究からシステムとしての企業の研究がくる」ー一この表硯は非常に重要
であり， MIS教育の正しい将来の見通しを与える。学生が一般にインフォ
メーション・システムにおける企業基礎をもつまでフォートランやオンライ
ン・コミュニケーションの練習期間を遠ざけることを主張する。彼はコミュ
ニケーションとリモート問題の解決がトークル・インフォメーシ｀ョン・シス
テムに適することを大きな見遥しと理解でもって彼の教育のこの面にアプロ
ーチできるだろう。
(2) 企業内訓練
・んどのビジネス・マネジャーはコンピュークがカリキュラムの中に正
しく持ちこまれる前にビジネス・スクールに行ったので，今日のマネジメン
トを訓練する必要が存在する。また•EDP訓練を受けたそれらのマネジャー
(3) Professor R. I. Tricker of the University of Warwick in England. 
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Operating systems 3 1 1 1 1 
Hierarchical storage devices 3 1 1 1 1 
Basic programming 3 2 2 2 1 1 1 1 
Advanced programming 3 3 2 1 3 
Programming exercise 2 2 2 2 2 1 
Machine operation 2 2 1 1 
System design 
The system approach 1 1 1 1 1 1 1 1 2 
8asic system analyJis and design 3 3 3 2 2 2 1 1 1 
Business如 sedinformation systems 2 2 2 2 2 2 1 1 1 
Optimizing system design 3 3 2 2 2 1 3 
Interviewing and evaluation techniques 1 1 2 3 
Conversion and transition p『ocedures 3 3 2 3 2 2 1 1 2 1 
Application lfunctional) 
Marketing informations下terns
Financial information systems 
Personnel information systems ． 
Planning information systems 2 1 ． 
Production information systems ． . ． ． 
Applications (general) 
Communications systems 2 2 2 2 2 1 2 2 2 
Management science 2 2 2 1 2 2 2 2 3 
Dir紀taccess systems 3 3 2 2 1 2 2 2 
Remote time sharing 3 3 2 2 2 1 2 3 2 
Management decision making 2 3 3 I 2 2 2 2 3 
Application trends 3 3 3 3 2 2 2 
Data base orienled systems 3 3 2 2 1 2 2 2 
Applications（叩ecific)
Forecasting ． ． 
_Inventory control ． .. 
Project management 2 2 2 2 2 2 
Numerical control ． ． ． . 
Computer aided d ..ign ． ． ． . ． 
EDP management 
Managing programmers and system analysts 1 1 3 2 
Project control applied to EDP 3 3 2 2 2 1 1 2 2 
Operational efficiency and EOP 1 1 2 2 
Design considerations in MIS 2 2 2 ， 1 2 
General manag細•nt
The role of management in EDP 1 1 1 1 1 1 1 1 3 
Using MIS effectively 1 1 1 1 1 1 1 1 3 
2 2 2 2 2 2 ＇ 2 3 Feasibility and profitability of computer 
applications 2 2 2 1 1 1 ＇ 1 3 3 
図5 EDP教育のマトリックス (P, 321) 
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は引続いての新たな補充と更新を必要とすることもまた明らかである。この
訓練の共通の方法は個々の必要事項に合致するように作成された教育プログ
ラムを指導することである。この目的のための教育部門はEDP部門である
ことが多い。教育グループあるいは教育指導委員会が置かれる場合もある。
ほとんどの会社はEDP部門を教育者の第一源泉とみる。この種のタレン
トが部門内に存在するけれども，焦点があまりにも技術的になることを監視
しなければならない。他の源泉はコンピュータの売手とコンサルタントであ
る。前者は十分な教育援助，完全なコース概要，そして教材を持っている
が，自己の個々の必要事項に適していることを確かめるためにコースの目
的，内容と教師を注意深く検討しなければならない。
コンサルタントと私立教育団体も売手によって提供されるのと同じ種類の
サービスを提供できる。これらの2つの源泉は特定の種類のハードウェ・アに
ついての教育に合うようにしない有利さがあるが，状態では売手のような経
験あるいはコース教材を持たない。それぞれのコースに期待される目標と背
景を明らかにすることと，訓練期間に同じ背景と興味を概略的にグループ化
することが重要である。コース目標と可能性を契約を行なう前に徹底的に評
価すべきである。
(3) 外部の訓練
若し会社がその訓練を外部に依存しようとするならば非常に多種のコース
の提供と教育機会が存在し，それらはいずれも種々のEDP科目のコースを
提供しあるいは外部の訓練期間を組織し，そして準備することを助けること
ができる。外部のコースは他の会社の人々と一緒になる機会があり，知識を
交換しそしてアプリケーションを広げる機会を提供する。
上記以外にも特定のEDP科目についてのセ・ミナーや会合に出席するよい
機会も存在する。これらの期間はさらに進んだ自己のEDP教育のためのよ
い機会となり，また出席する人々が同じような仕事であり，そして同じよう
なEDP背景を持つという利益を持つ。
ほとんどの大学は継続的なコンピュータの教育プログラムやコンピュータ
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関連科目の一部としての有料，無料コースをもつ。これらのコースは夕方に
開催され，そしてEDP背景を獲得する魅力ある方法を提供できる。
最後に，経営者は組織化された教室での教育を完全にあてにすべきではな
い。書物や雑誌の時間外の読書が公式の訓練を補足するために利用されるべ
きである。家庭学習コースを提供する協会もある。
V1I EDP教育のマトリックス (pp.320~322) 
図5(p. 321) はEDPのコースと必要性の優先度を示すランクをマトリ
ックスであらわしたものである。
教育は継続性を必要とし，また必要性に対応するように融通性のあるもの
でなければならないが，マトリックスはこの点を強調するのに役立つ。
IX コンフリクト—ラインの従業員とEDPの専門の間
(pp. 322~323) 
システム分析者P.フォスターの製紙会社におけるケース・スタディを紹
介し，著者もこれは自分の経験上しばしば発生する典型的な場合であり，こ
のケース・スタディは両者が問題を緩和するために取るべき特定の行動を再
検討するためのコンフリクト領域と問題点を討議するための骨組みを形成す
るものであると述べている。
彼の主要なシステム作業は販売，在庫，そして生産部門を援助するための
統計的予測システムを導入することであった。彼の第一の焦点は購買部門が
在庫発注点，経済的発注量等の自動的計算を基礎とした注文政策を実施でき
るようにすることであった。彼は彼の作成したシステムに全く自信をもって
おり，掏衡のとれた在庫，注文費用の減少，そして高価な在庫費用の除去を
会社にもたらすと考えた。
導入にあたって，購買部門のために特別のセミナーを開催した。この期間
はその性格上，全く技術的なものであったにもかかわらず，数名の仕入係か
78(341!) 第 26 巻第 3 号
らは熱心な反応を発見した。むしろ消極的な 2人の仕入係に対してはセミナ
ーの後で個々に話し合いをした。実施前にもさらに簡単な期間をもうけた。
妨げとなった要素は，試みたが担当部長と交渉できずに終ったという事実で
あった。彼は多忙で上記期間中出張かあるいは連絡がつかなかった。導入期
間中に簡単に説明しそしてシステムに対する部長の承認をもらった。
システムは予定通りに導入された。新しいシステムによって使用される異
った用紙や作業手順を説明するために導入前に変換セミナーがもうけられ
た。若干の教育期間が確立されねばならないスケジュールを維持するために
取り消しにされなければならなかった。導入後の監査がシステムが活動しは
じめた後3ヶ月間にわたって実施された。監査では10人の仕入係のうち 2人
だけが新しいシステムから作成される注文用紙を利用していることが示され
た。大半は注文のために手作業によるカード・ィンデックス・ファイルの古
い方法に戻っていた。彼等は週間の動きを示すコンピュークのプリントを彼
等の手作業による諸記録の記入や更新には使用したが注文方法を無視した。
ほとんどの仕次係は彼等が過去に使用したと同じ方法を利用したが， しか
し，彼等の決定とゴンピュータが提示する注文戦略とは比較した。しかしな
がら，そこに重要な差異が存在する時，彼等は彼等が知っている方法にした
がった。
上記のケース・スクディは新しいそして複雑なシステムの出硯に対するラ
ィンの従業員の典型的な反発を例証する。システムを利用する従業員との適
当な関係を確保するのに失敗した。もっとゆっくり，そしてより多く時間を
かけて着手するのが賢明であったことが証明されたかもしれない。もっと複
雑さのすくないシステムあるいは順応できるアプローチがよりうまく行くか
もしれないということはできる。次の論議はシステム分折者とユーザーとの
間のコンフリクトにより多くの光を放つだろう。
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X マネジメントに対するMISの衝撃に焦点をあてた
(4) 
調査 (pp.323~328) 
(5) 
(1) トップ・マネジメント
トップ・マネジメントとコンピュータの関係，特に非構造的な問題や戦略
の形式化の解決に演ずる役割について， 76のトップに質問を郵送し応答者の
10％に直接に接触して確認した。
その調査の重要な結論は次のようなものである。
・企業はコンピュータでは運営されない；コンピュータは経営者にとって
重要な手段とはみなされない。
•高い水準のマネジメント機能が関係する限りにおいてコンピュータ革命
は達成するにははるかに遠い。
・企業のコンピュークと社長のかかわりあいは特殊なものよりも一般的な
ものであり，作業的であるよりも管理的なものである。社長は予算や資本支
出の承認にかかわりあうにもかかわらず，システムの操作とは隔たってお
り，またユーザーでもない。
・コンピュータ職員とのインフォーマルな接触の重要性を軽視することは
企業の前進する経営諸活動の中にEDP職員を統合することを欠くことを示
す。
・コンピュータはトップ・マネジメントの意思決定活動において最小の役
割しか演じない。
• 20％だけが近き将来経営者とコンピュータやオフィス端末機と結びつく
という見込みがあるとみた。
•上記のごとき状況にかかわらず，コンピュータの効力に対する社長の一
般的な態度はほとんど一様に積極的なものであった。日々の活動の一部とし
(4) この項は第2版で改訂された。
(5) T. P. Ference, Computer in Management: Some Insights Into the State 
of the Revolution. (Management Datamatics, January, 1976) 
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てコンピュークにもっと焦点を合わせるようにさせることは今までの経験で
はなかったことも誤りではなかった。』
この研究はトップ・マネジメントとの著者の経験とも一致している。
(6) 
(2) ミドル・マネジメント
カナダのミドル・マネジメントに質問書を郵送することによって，次の 3
つの仮説を証明しようと試みた。
1. マネジ，，ー はMIS作成にあたって彼等の積極的な参加をうながすよ
うな強い必要性を認識しない。必要性を意識することが企業にMIS導入す
るための組織的変化の必要条件であると信ずるのが調査者のポイントである
と考える。
2. MISの進展が彼等のマネジメント状態における必要性の満足を減少
させるだろう。それはマネジ，，ーの機能に対するコンピュークの侵入の恨み
あるいは恐れ，そしてコンピュークやMISが彼等の仕事の環境に影響する
だろう関係が決定権限を消し去り，そして多分会社内におけるマネジ，，ーの
人的価値と地位を切り取ることによってあらわされるだろう。
3. MISに対する習熟と成功した経験は積極的な態度と相関し，そして
その逆もまた同様である。これは自明のことと思われるが，調査する価値が
あると考えた。
調査結果のほとんどは仮設1を証明した。 MISに対する必要性は低く，
そして一般にユーザーのマネジ，，ーにはシステム作成の重要な時間と努力に
傾注することは期待できない。仮説2は証明されなかった；調査結果はMI
Sを意識するマネジャ，ーは彼等の仕事の満足に何らかの積極的な影響を持つ
だろうということが示された；消極的な態度のくぼみが存在するが，しかし
MISに対する多数の抵抗あるいは管理的不安あるいは懸念は存在しなかっ
た。仮説3については調査結果は積極的なMISの経験は積極的なMISに
対する態度と相関するが，しかし作成経験（参加）は積極的なMISに対す
(6) A. Guthrie, Attitudes of the User-Managers Toward Management 
Information Systems. (Management Informatics,・ Vol. 3 No. 5) 
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る態度とは相関しないことを立証することによって部分的に証明された。
さらに各マネジャーは各人の経歴，会社における識務の長さ，任務等につ
いても回答している。以下に若干の追加される調査結果がある。
• 新しい従業員は長い職務期間を経験したマネジャーよりもMISに対
するより強い必要性やMISからのより積極的な期待される効果を隠識す
る。
• MISの必要性やMISに期待される効果は最近のマネジメント訓練
プログラムによって大いに影響される。
• MISの必要性やMISに期待される効果とも調査されたトップ・マ
ネジャーはミドル。マネジャーよりも低く採点された。
・ 強調される感触は情報の氾濫あるいは情報の過剰についての懸念であ
った。マネジャーは情報の過少によってではなく過多によって悩まされた。
この調査はコンピュータの使用に対するマネジメントのむしろ温和なある
いは無関心な態度を描いたと推定される。この中立性あるいは無関心を積極
的な態度や行動にいかに転換するかが問題である。
(3) ノヽーバード・プログラム
(7) 
著者がハーバード・ビジネス・スクールと共に行った調査結果がある。従
業員平掏20,000人，売上高10億以上の大企業の若いマネジャー（平掏年齢37
オ） 110名対象。
この結果は，一般に，前記の調査のどちらよりもマネジメントに対するコ
ンピュータの影響の評価についてより楽観的である。種々のアプリケーショ
ン領域が衝撃をうけた度合について質問した時，管理的アプリケーションに
対する積極的影善については100%，ロジスティックス・アプリケーション
は65%，戦略的アプリケーションは50％と示された。
過去にコンピュータ衝撃に対して相対的に無感覚であった領域におけるコ
ンビュータの影響を綿密に調査するための質問に対して，積極的な衝撃の度
合として次のような数字が示された。
(7) PMD or Program for Management Development (April 1975) 
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意思決定の分折と作成 40彩
組織的決定への影響 32% 
人員配置転換／減員 14彩
さらに彼等自身の特定の職務機能に対するコンピュータの影響について追
求し，そして彼等のかかわりあいの度合について質問を試みた結果が次の通
りであった。
・ コンピューク・アウトプット利用
80彩 毎日あるいは毎週
(80％は毎日と毎週アウトプットを利用する人に平等に分割される。）
• オン・ライン端末機の個人的使用
35% YES 
（彼等のための使用以外に他の人々の使用を加えると数字は70彩）
• DP職員との交渉
48彩 少なくとも毎週
・ 個人的な態度
88% 積極的
次に会社内のデーク処理機能についての彼等の見解を調査し， その結果
は，．前記2つの調査から考えられるものよりもさらにより良好なものであっ
た。
• DPの遂行能力
76% 改善された
・ 交渉するEDP職員
68% 積極的
• EDPの計画と統制の質
65% 確実的
• 投資収益性
50% 確実的
最後にコンピュークの衝撃と将来の影響についての彼等の意思を尋ねた
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が，これも全く積極的なものであった。
・ 次の3~5年
54% 拡大する
• 3~5年のオン・ライン 端末機の使用
75% YES 
・ コンピュータはいつかあなたと取ってかわりうるか
95% NO 
これらの調査がより積極的なのは多分調査対象となったグループの質によ
るだろう。多分ハーパード・グループはこの領域の先導的立場の人々と考え
ることができる。
XI MISとコンビュータの効率の向上 (pp.328~333)
若しコンビュータが戦略的な意思決定過程を助けることができるならば，
また若しこれが会社の所謂先導的役割を果たすと証明されるならば，われわ
れはこの経験から何を学ぶことができるか。いままでの展開のまとめとして
強調すべき点を要約する。
(1) 動機づけ
MIS作成に参加するように動機づけるためにMISの必要性を知覚しな
ければならない。マネジャーの一部の恐れや不安と争わねばならないことは
ない。現在は多分まさに反対である。マネジャーはコンピュークが彼等と置
きかわるとか，あるいは彼等の特権を強奪するとはみない；彼等はコンピュ
ータを彼等のマネジメント領域における歯のない虎になとえる。
有利な衝撃になりうるように動機づけられるよう努力されねばならない。
最良の方法は好結果を示すことによって現われる。会社内に例のない場合は
他のユーザーの例や小さなテスト状態を利用する。これはマネジメントの欲
求を刺戟するのに役立つし，またほとんどのMISを達成する長い妊娠期間
の失意を避けるだろう。
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EDP職員は実力あるセールスマンにならなければならないが，しかし売
りすぎたりあるいは早まった販売に注意しなければならない。
(2) かかわりあい
成功したMISは高度のかかわりあいがあったことを証拠は示す。問題は
いかにこのかかわりあいを確保するかである。最も重要な要素はシステムか
ら確得すると期待できるものにもとづく重要な動機づけられたマネジメント
である。一たんこれが達成されると，運営委員会は良好な車である。
ユーザ一部門と EDPグループの両者の共同のシステム作成はコミュニケ
ーション障害をとりこわし，そしてかかわりあいを助成することができる。
(3) EDPについての堅実な作業基準の確立
EDPも企業で使用されている同じ基準で測定されるべきである。目標管
理，特定の「結果」測定，投資収益率，利益標準等同じものが適用されるべ
きである。原価計算報告書，その他のマネジメント報告書は他の領域のもの
にEDPのものが組み込まれるべきである。会社手続，作業方式等も同様で
ある。手続はEDPの人々からの反発を避けるために公乎にそして一律に適
用されるべきである。これらの標準は個人が彼等の時間や活動をよりよく管
理するのを助けるものとして，そして彼等の革新力と創造力を拘束しないも
のとみなされる方法で設定されるべきである。
(4) 基本的なコンピュータ・実行可能性基準の検討
実行可能性のないアプリケーションには手をつけないことは重要なことで
ある。これらはアプリケーションの施行や活動の場合の詳細な費用と関係は
あまりないが，利益が費用と釣り合わない時には意味がある。以下のような
7個の基準がある。 (1)多量の取り扱い量 (2)反復性 (3)かなりの程度の数学
的処理 (4)迅速なクーン・アラウンド・タイム (5)デークの正確性と妥当性
(6)共通の原始書類 (7)よく理解された処理ロジック。これらの諸基準は経営
志向型のアプリケーションがうまく運用されるように適用されると信ずる。
(5) 単純性の維持
最も効率的なコンピュータ・アプリケーションは率直であり，理解しやす
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<，•そして操作しやすいものであると確信する。オペレーションは取り扱い
量と複雑性が増大するので，優秀なシステム設計者はこの複雑性を切り取
り，無関係なものを除去し， 2つのリボートを 1つに結合し，そして他のデ
ークの複雑さを排除することを助けることができる。
(8) 
(6) 効率的なコンピューク演習の使用
運営委員会への出席を例外として，サービス提供に対して代金等を請求，
ユーザーの代表者の出席， EDPが変更の最初の源泉となる時，オン・ライ
ン・システムが存在する時，外部のデータが使用される時，ューザーの態度
はよりよい方向にむかう。リボートの数とEDPに対する態度とは全く反比
例する。
(7) システム／ビジネス 分析者の教育訓練
明らかにいかなる仕事の達成にもなくてはならない必要条件は有能な人間
である。 EDPの場合も同様である。よいシステム専門家の主要な資格は確
実な経営の将来の見通しである。技術的側面も重要であるが，いかに何かを
把握するか，さらに何をかがより重要である。それはEDPの職員とそうで
ないマネジャーとが共通にもつ次元は何かということである；これは密接な
協同とコミュニケーションの跳躍板とされるぺきである。
マネジメントを援助するシステムを作成するためには，経営志向を第一と
(9) 
し， EDP志向を第二とする新しい種類のシステム専門家を必要とする。
経営のコントロールや意思決定はスペッシャーリストではなく，ゼネラリ
ストの手に委ねられることを闊識しなければならない。 EDPの専門家はこ
の基本的な事実を十分理解し，そしてよりよい意思決定を行なうゼネラリス
トを援助する方向で彼の知能と専門の技術を管理しなければならない。・
最も健全な状態の一つはEDP内の人々とオペレーション領域の人々との
(8) H. C. Lucas, User Reactions and the Management of Information 
Services. (Management Informatics, Vol. 2 No. 4, 1973) 
(9) Dean Donald C. Caroll, Renaissance People. (Computerworld, March 
12, 1975) 
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交替であった。前者には現実の経営の分野の問題を隠識し，また進んだ新し
いシステムを採用する困難さを理解させるために， EDP外の仕事に従事さ
せ，後者にはシステム作成の仕事に対する素質と関心が持てるように派遣す
る。この種の交替は長期的には前記のコンフリクトを避けるのにも役立ち得
る。
この交替は部門内の限界にいる人々を切り捨てる方法でないことは重要な
ことである。 EDPのような重要な援助部門への転任を経験した人々の長期
的な利益を隠めるぺきである。多くの会社はシステムの展望を持つが，しか
し直接のコンピユーク経営を欠くオペレーション部門の優秀な成績をもつ人
々で重要なEDPのマネジメントの地位を充してきた。逆の転任もまた奨励
されるべきである。これはたしかに前述の動機づけと切望との差を軽減する
一つの方法であり，またよい方法である。
可能な限り， EDPとオペレーション部門の人々は毎日の経営活動を同じ
くすべきである。会議，活動期間，懇親会において，グループは一緒に仕事
をし，討論や探究のあらゆる機会がもてるように奨励されるべきである。若
し可能ならば，一緒に旅行をし，社会的活動に従事し，またお互に他の立場
を恩識するようにすべきである。ほとんどの人々は自己の部門にとどまり，
そして同じ背景の人々と話し合うとする傾向にある。この状況は問題の理解
と解決を容易にするものではない；単に前もって決められた判断を強めるだ
けである。一緒に仕事をする他の機会は境界領域への参加を必要とする特別
プロジェクトである。相互の信頼と尊敬は作業がグループによって完成した
時に築き上げられる。
X[要約
この稿はMISの導入を計画する時のかかわりあいと影響のレペルに関す
るものであった。ゼネナル・マネジメントとEDP・マネジメントの両者に
ついてMISが2つのグループの正しい相互関係を含むので検討された。一
MISにおけるマネジメントのかかわりあいと影響（中辻） （357)87 
たんかかわりあいのレベルが確立されると（そしてこの要素は会社内のマネ
ジャーの相対的地位に依存する），次の問題は必要なかかわりあいと EDP
の諮識を確保する種々の方法である。直接と間接のEDPへの参加が検討さ
れた。
教育と訓練がEDPへのかかわりあいを大きくするための手段として強調
された。マネジャーのEDP教育を更に進めるために望ましい種々のコース
を示し，そして夫々のマネジャーメントのレベルに対する優先度の相対的ラ
ンクを示す教育マトリックスが利用される。
最後に，マネジメントに対するコンピュータの衝撃についての最近の調査
結果が紹介された。
